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パネリストに聞く明るい構造改革

宮崎　では、新たに加わっていただ

いたパネリストの方々から、プレゼ

ンテーションをいただきましょう。

福澤　丸ビルは昨年９月のオープン

以来、４カ月で1,000万人もの方々

においでいただきました。これは予

測の倍のペースになります。

　この要因の一つとして、こだわり

のある物販や飲食店の人気が挙げら

れます。しかし実は、当初、社内に

は丸ビルに商業店舗を入れることに

反対する声もありました。昔の丸の

内では休日の売り上げが伸びないた

め、店舗向け営業担当者は非常に苦

労していました。そこで、新しい丸

ビルは全部事務所に特化したビルに

してもらいたいという意見が出てき

たわけです。一理ある意見だとも思

いましたが、しかし、乗降客の多い

東京駅の目の前という立地なのだか

ら、工夫すれば集客は可能なはずだ

ということで、結論としては丸ビル

に商業店舗を入れることにしました。

どういう店舗にするかということに

ついても議論を重ね、一口で言って

こだわりのあるお店にこちらからお

願いしました。これが、成功した要

因の一つだろうと思います。

　このように、あることをやろうと

したとき、必ずネガティブな反応を

示す人がいます。ネガティブな面か

ら見るということは、一面ではリス

クマネジメントの点からいっても必

要なことですが、しかし無難な道の

ためにネガティブな意見に支配され

ては、発展もありません。

　今、小泉総理が、構造改革特区を

提言されています。やはりネガティ

ブな反応は出ていますが、我々とし

ては、日本の閉塞状態に風穴を開け

る絶好のチャンスを活かさなければ

いけないと思います。

大山　私からは、情報通信技術の進

歩によってもたらされる夢とロマン

の世界をご紹介申しあげます。

　科学技術の進歩は、その多くが私

達の生活を豊かにしてくれます。20

世紀後半に開花した IT技術は、行

政・医療・交通などのサービス分野

もネットで一元化して、水や電気に

匹敵するような私達のライフライン

の一部になるでしょう。この分野に

おける最近の急速な技術革新を見て

いますと、これまでの利便性やスピ

ード追求といった世界を超えて、生

活文化における新しい価値創造が起

こり、次のような夢の世界が実現す

ると考えています。

１ ．生活が楽しくなる世界─ネッ

トワーク家電が、「手伝ってくれ

る」「楽しませてくれる」「助けて

くれる」「知らせてくれる」とい

ったキーワードを軸に、消費者の

ウォンツに応えて大きく進化して

いくでしょう。

２ ．創造性に富み、より潤いのある

生活空間の実現─ブロードバンド

の利用環境ではコストのブレーク

スルーが急速に進むと考えられ、

家庭やモバイル環境での用途拡大

が見込まれます。

３ ．「いつでも、どこでも」という

社会の実現─情報利用に関する地

域間格差、個人の活動格差、知識

の格差といったものが大幅に解消

されると考えます。

４ ．安全・安心の世界─ホームサー

バーを中心に、ネットワークで家

庭内における安全の見張り番、安

全確保の代行役などが飛躍的に向

上すると読んでいます。

５ ．車社会を支える安全で快適なイ

ンフラ─ ITSに代表される情報

ネットワークが進展し、渋滞の解

消、料金支払いの自動化、自己情

報の提供などの今日的な問題解決

にとどまらず、物流・移動・防災

といった総合的な視点での道路イ

ンフラの有効活用が、さらに進む

と考えます。

６ ．医療サービスにおける安全・安

心の世界─個人の特性に合った適

切な医療サービスが受けられるよ

うになり、生涯を通した一貫性の

あるサービスが実現。これまでの

治療から予防医療への改革が進む

でしょう。

７ ．家庭内のロボット─現在のロボ

ット応用は産業分野が主ですが、

これからは健康管理、移動支援、

留守番役といった生活支援密着型
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ロボットなど、家庭内で活躍する

ロボットの方向に大きく舵がきら

れていくと考えます。以上が事例

紹介です。

　私の信念は、科学技術に境界はな

いということです。こういった生活

文化における新しい価値創造のため

には、さまざまな課題の克服が必要

です。総合科学技術会議が、まさに

課題克服の司令塔であるということ

を認識し、皆さまが求める社会を築

くため、科学技術創造立国の実現す

るというゴールを目指して、今後も

努力していきたいと思います。

大田　私は、明るい構造改革という

のは、消費者が原動力になるような

改革だと思っています。今、消費者

が欲しいと思っているものは、⑴介

護や子育てなど、生活の中で人手を

借りたい分野⑵健康や学習といった

自分をよくしたいという分野⑶人と

のコミュニケーション⑷住宅や都市

環境といった生活空間　という、技

術をうまく使えば飛躍的に選択肢が

拡大する分野です。こういう分野で

消費者がお金を使えば、生活がよく

なるだけではなくて、雇用が生まれ、

新しい技術の応用も進み、日本経済

が活性化します。

　では、なぜ進まないのかといいま

すと、邪魔しているものがあるので

す。その一番大きいものが規制です。

規制緩和はかなり進んできましたが、

医療や福祉、教育といったサービス

分野で残っています。

　これらの分野の規制の一番目の特

徴として、ビジネスをやろうという

人がいても、参入段階で自由にでき

ないということがあります。介護施

設は社会福祉法人、教育は学校法人、

病院は医療法人でないとだめ、つま

り非営利でないといけない。非営利

というのは善だから悪いことはしな

い、でも株式会社は儲け主義だから

何をするかわからない、健康や命は

預けられない。そういう大義名分で

参入が規制されてきました。

　二番目の特徴として、利用する人

と事業者が対等ではありません。福

祉や保育の分野では、長い間、サー

ビスが必要かどうかは役所が判断し、

十分でなければ提供するという行政

措置としてサービスが供給されてき

ました。対等ではありませんから、

利用者がニーズに応じて選ぶことが

できなかったのです。

　それから三番目の特徴としては、

料金が一部保険や税として払われま

すから、私達がコスト感覚を十分に

発揮できない。お金の使い勝手に見

合っているかどうかを、十分に判断

できないという問題があります。

　もちろん、このような健康や安全

にかかわる分野はとても大事ですか

ら、すべての規制がなくなればいい

などということは、まったくありま

せん。規制は必要です。でも、消費

者が助けられている規制は、いい規

制ですが、それでサービスを売る側、

供給する側、経営する側が助けられ

ているとしたら、そういう規制はや

はりもう廃止しなければいけないと

思います。

　もっと、消費者の選択を機能させ

るようにしましょう。それから経営

主体に競争してもらいましょう。そ

のかわり事後的にサービスの質や情

報をチェックして、だめなところは

潰れてもらいましょうという点がポ

イントだろうと思います。

　日本の消費者は非常に素晴らしく

て、いろいろなところを面白がるん

ですね。宅配便やコンビニを発達さ

せ、携帯電話も写真まで撮れるとい

う思いもかけない方向に発展させて

います。日本は、消費者が主役にな

れば、経済活性化の余地は非常に大

きいと私は思います。

　まとめますと、明るい構造改革と

いうのは、とことん利用する側に立

った社会をつくることだと思います。

これまでは、規制に守られてきた当

事者が強い政治力をもって改革に反

対し、それに NOを言う消費者の

力が弱かった。これが改革を遅らせ

た理由の一つです。

　しかし、最近、私達が闘っていく、

一つの有力な武器ができました。そ

れが構造改革特区です。全部規制改

革しようとすると、いろいろ抵抗が

ありますから、一部特区をつくって

そこでやってみたらいいじゃないか

ということなのです。１月に締め切

られた第２次募集では、650件もの

提案がありました。私は、今日の基

調講演を聞きながら、３人の先生方

に一つの特区をつくって思う存分や

ってもらえたらいいな、明るい構造

改革特区というものができるといい

なと思いました。

　とはいえ、構造改革特区は、ほん

の一つの武器にすぎず、まだまだ消

費者の力は弱いものです。消費者が

消費者として自分のお金の使い勝手

にとことんこだわることが、私は構

造改革につながっていくと思います。

そして、使い勝手のある社会をつく

っていかなければいけないんだと思

います。

消費者主権の時代が来ている

宮崎　ありがとうございました。今、

３人のパネリストの方からお話をう

かがいました。明るい構造改革特区

をつくるという提案もございました。

島田先生、それをお聞きになってい

かがでしょう。

島田　明るい構造改革特区、いいで

すね。今日はその結成式にしたいと

いう感じです。

　パネリストの方々のお話に共通し

ていたのは、私達が大きな時代の転

換点にいて、次の時代に向かってと

にかく渡ろうとしていること、そこ

を渡ると明るい構造改革の可能性が

見えているということでした。それ

をどう実現させたらいいか。これも

共通していたことだと思いますが、

生活者、消費者が選べる社会という

ことです。私も基調講演で申し上げ

ましたが、生活者が持っているウォ

ンツを実現するということだと思い

ます。それが産業になる。健康、長

生き、美しくなりたいということも

あるでしょう。それから楽しくコミ

ュニケーションをしたい。そして住

むところや都市が安全で、安心で、

便利で、快適であってもらいたい。

それは環境が保全されているという

ことでもあります。ここでこれほど

共通しているということは、それだ
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け私達のものの考え方が共通してい

るということですから、それに向け

て新しい商品やサービスが提供され

てくれば、これは非常に大きく伸び

るはずです。

　大きく分けて、それを規定してい

る要因は制度と技術、そして一番大

切だと訴えたいことが、考え方です。

制度は設計すれば越えることができ

ます。技術も開発すれば次の時代を

拓くことができます。しかし、それ

を突き動かす一番大きな力は、私達

の考え方なんです。国民が、生活者、

消費者主権の時代が来たと思うこと

が重要なんですね。次の時代のリー

ディング産業は、大規模な企業では

なく、私達のウォンツにきめ細か

く応えてくれる身近な企業です。全

国各地の中小企業、オーナー企業、

NPOの方々が思い思いの工夫で頑

張る。それが先進成熟社会であると

いうことを、私達が確信することで

す。

宮崎　みんなが島田先生のように元

気だといいのですが、問題はそこま

で保つかどうかと、今現在困ってい

る方達もいらっしゃるわけですよね。

基調講演で小宮山先生からご紹介の

あった素晴らしい技術、感動的に拝

見しましたが、その実現までいける

かなという部分がある。どうも近い

将来という感じがないんです。これ

は、どこに問題があるのでしょうか。

小宮山　基調講演でお見せした例は、

我々が仲間と議論して本当に実現で

きるであろうという結論に達したも

のしか挙げていません。島田先生が

おっしゃるように、基本的にはそれ

を私達が本当につくろうと決心する

かどうかではないでしょうか。

　日本の議論は非常に進んでいて、

言われるべきことはほとんど議論し

つくされています。実は結論が出て

いるのに、決心がついていない。結

論に自分が納得して、社会が共感し

て、実行していく。ここのところに、

時間がかかりすぎているんだと思い

ます。

　これは、途上国から先進国に移っ

ていく転換期にあるということなの

でしょう。先進国というのは心の持

ちようからいうと、恐らく自分達の

ことは自分達で決めるということだ

と思います。ここのところが、まだ

我々の心の中でできあがっていない。

しかし、もう少しだと思います。

宮崎　まだ、甘えの構造というか、

周囲を見て自分を決める主体性のな

さのようなものがあると。では、頑

張った人が報われる社会になってい

るかどうか。これが、大変大きな疑

問だと思いますが。

大田　少しずつ、そうなってはいま

すが、まだそこまでいっていないと

ころもあると思います。今、政府に

依存している産業や、規制に守られ

たところが縮小せざるを得ない状況

です。その受け皿が今日議論してい

るところで、報われるものをつくる

ことも同時並行で進めなければいけ

ません。

土地有効活用の方策とは

伊藤　こういう話になると、私の領

域はちょっと調子悪いんですよ。皆

さま、日本で土地がどれぐらいに

分かれているか、ご存知ですか？　

１億２千万人の皆さまがお持ちの土

地が全国で3,600万に分かれている

んですよ。ですから４人に１人が土

地をお持ちということになる。それ

ぐらい土地が分かれているんです。

こんな国は先進諸国にないですよ。

10坪とか15坪の土地を持って土地に

しがみついているのが、実は日本人

なんです。これをやめないと、いろ

いろな建物づくりをするときにも、

島田先生や小宮山先生にいいものを

おつくりになっていただいても、そ

れを使う場所である住宅がうまくい

かない。これはとっても深刻なんで

す。

宮崎　ということは、その先を類推

しますと、基調講演で平成の小泉検

地とおっしゃっていましたが、公地

公民とかそういう方向に行ったほう

がいいということですか。

伊藤　私はそこまで論理的ではない

んですけどね。例えば、皆さまの土

地でも隣の土地と隣地境界をしてい

るところがあると思います。でも、

境界争いすると境界決まらず、土地

を売ろうとしても売れない。そうい

うことが目の前に起きているのに、

自分の問題ではないと思っているの

が私達なんですよね。

宮崎　まさに基盤の問題ですから、

土地の制度が変わらないとその他の

ことも、なかなかよくならないので

はないですか？

福澤　そうですね。今、伊藤先生が

おっしゃった境界が決まっていない

という問題は、日本のほとんどの土

地に当てはまるかもしれません。で

すからその点を、公図・地積図の整

備という基本からスタートしていか

なければいけないと思います。

　それに、地価が下落し続ける限り、

結局日本経済における不良債権も減

らないということですから、これは

やはり構造改革の一方で地価下落を

止めるという思い切った政策をとる

必要があるのではないでしょうか。

土地の有効活用のためにどういうこ

とができるか、その実験ができるの

が特区です。その特区で思う存分や

って、そこで成功したものを今度は

全国規模で広げていくという方向へ

もっていかなければいけないと私は

思います。

宮崎　要するにシミュレーションす

るということですね。

島田　中長期的な解決策として、住

宅を流通させてレンタルをする時代

に変化させることも考えなくてはい

けません。

日本の答えが世界基準に

伊藤　都市をどうしたらいいかとい

う視点からいえば、僕は美しさとい

うものを日本人が失ってしまったの

ではないかと思うのです。だから街

路樹を切ってしまったり、電柱を地

中化しないでいたりして平気なのか
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と。美しい日本の具体的姿を、市民

は市民、企業は企業、それぞれ身近

なところで考えていただくことが必

要なのではないでしょうか。

　例えば、ゴミ捨て場にあるカラス

対策ネットはあまり美しくない。あ

れに無神経でいる限り、日本の街は

よくならない。ドイツのように、区

役所が10坪ぐらいの土地をゴミ捨て

場として買って、そこを NPOがき

れいに掃除して、大きい箱を置いて

あるような場所が100メートルピッ

チにあるなんていうのが日本をよく

する街づくりだと思います。

宮崎　そうすれば、土地の価格も相

対的に上がるかもしれないですよね。

小宮山　街を美しくしよう、そのた

めに電柱を地下に埋めよう、ゴミの

収集システムを何とかしていきたい

─これらは我々にとって切実な問題

です。日本は人口密度の高い先進国

ですから、環境問題というのは一番

最初に顕在化します。しかし大事な

ことは、我々がいいシステムをつく

れば、それが国際的なデファクト・

スタンダードになりうるということ

です。

　日本と同じように、高温多湿のモ

ンスーン気候に巨大な人口密集都市

を持ったアジアの国はたくさんある。

つまり、こういった問題は我々にと

って困難なものではあるけれども、

自分達のためにもきちんとした答え

を出せば、それがアジアをはじめ世

界のデファクト・スタンダードにな

っていく。世界に先駆けて解決する

という姿勢が重要なのです。

宮崎　そうすると、例えばゴミを家

庭から家の外にある収集場所に持っ

ていかなくてすむような処理の技術

やシステムをつくったりすると、そ

の技術やシステムそのものが外貨獲

得の手段になったり、日本の存在感

を高くするような手段になったりと、

技術が解決できる部分がたくさんあ

ると思うのですが、いかがでしょう。

大山　おっしゃる通りだと思います。

これからいろいろな経済圏、あるい

はグローバル化という視点の中で、

日本の技術がそういう形で人類のた

めに役立っていくと。非常に大きな

国際貢献にも繋がるという視点で、

新たなビジネスチャンスが拡大して

いくと想定してよろしいのではない

かと思います。

起業しやすい仕組みづくりを

宮崎　では、新しい未来に向けて、

誰かに頼るのではなく、自立して自

分で変えていこうという人が技術で

何かできないかと思ったら、まずど

う立ち上がったらいいのでしょうか。

大田　今までのお話を角度を変えて

聞くと、新しい中小企業の時代が来

ているということだと思うんですね。

高齢化、環境制約、情報化などはい

ずれもまさに中小企業が活躍する分

野ですし、先ほどからお話に出てい

る生活者のライフスタイルに対する

サービスこそ中小企業が機動的にや

るところです。

　これまでも日本経済は中小企業の

厚みが支えてきましたが、それとは

ちょっと違う形で、機動力があって、

ニーズをすぐつかんで入っていって、

すぐ退出するという、新しいスモー

ルビジネスの時代が来ているんだろ

うと思います。

　そこに対して、例えばリスクをと

るために、証券市場でお金が十分に

調達できるだろうかとか、あるいは

エンジェルといわれる、アドバイザ

ーがいるだろうかというような点に

問題が行き着くんだろうと思うんで

すね。そちらのほうも、ここ数年格

段に進んできているようにも思いま

す。

小宮山　新しいものをやろうとする

と、二ついるんですね。「何かやり

たい人」と「やる種を持っている人」。

この人達をどうやって出会わせるか

が課題でしょう。しかしやりたい人

も種を持っている人もお金を持って

いない。そうするとここにお金を出

す人が必要。こういう仕組みを日本

の中でつくれば、種を持っている人

が勇気を持っている人に種をあげて、

勇気がある人がどこかから出資金を

もらって、新しい中小企業を起こし

ていく。そういうことを日本人がだ

んだん思い出している、その状況に

今あるんじゃないかと僕は期待して

いるんです。

宮崎　現在ある法や規制などを意識

しなくてもできる部分が、十分にあ

るんだと。

小宮山　規制に関しては難しいです

よ。規制が非常に少なくなってきて

いるというのは事実ですが、現場の

人達に聞くと、まだあると言う。ど

ういうことかというと、やはり認可

の数が多くて、時間がかかるという

のが実情なのです。そうすると逆に、

自治体ですぐに認可を出すような市

長がいたりすると、すぐにできてし

まったりするわけですよね。その辺

でもう少しうまく情報が伝わって、

動き出そうという人達が増えてくれ

ば、一気に起業が進むときが来るだ

ろうと私は思っていて、そういう意

味で楽観している面もあるんです。

島田　アイデアや技術を持っている

人は、今日ご列席の皆さまの中にも

たくさんいらっしゃると思います。

そこで一番の問題は、先生方がおっ

しゃっているように、いいアイデア

や技術があっても世の中が知らない

ということです。例えば、筋肉の量

を量るユニークな技術をつくった人

がいらっしゃいます。この技術を病

院とかゴルフ場に持っていったらす

ごい効果があるはずなんですが、誰

も知らないんです。

　最近は、アイデアとお金はつくん

です。しかし、広めてくれる人、ア

ドバイスしてくれる人がないんです

ね。だから、大学などはアイデアの

宝庫なのに、なかなか世の中に繋が

っていない。ベンチャーキャピタル

というのは、本来お金と知恵と力を

出すという役割なんですが、これは、

産業界にもう少し頑張っていただか

ないといけませんね。


